































省ではこれを政策課題の 1つとしてきた（山口、2008、pp. 7 ～ 10）。また文部
科学省は大学に対して、その教育改革支援事業（大学改革支援プログラム）の










































































































































程は図 4.1 および表 4.1 に示すとおりで、大きく次の 3点で構成される。また、
カリキュラムとの関係は表 4.2 のとおりである。
－正課教育のうち、全学共通で実施されるもの
　図 4.1 の① -1 と -2、②、③（前半部分）、⑤
－正課教育のうち、各学科で実施されるもの
　この種の教育は、次の 3種類で構成される
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「発展・応用教育」の段階では、「① -2 就労意識の醸成」を図り、「③ 基本的
能力の習得」をいわゆる「社会人基礎力の習得」（ 前に踏み出す力、考え抜く力、









































































































































































基礎ゼミ・キャリア科目 A1 拡充・強化 継続 継続
インターンシップ A2 検討・準備 試行 実施
②導入教育
大学基礎講座 B2、基礎ゼミ B1 拡充 継続 継続
リメディアル教育 B0 検討 試行 実施
③基本的能力の習得
大学基礎講座 C1 拡充 継続 継続
基礎ゼミ C1 試行 実施 完成
英語教育の改善 C1 検討・準備 試行 実施
専門教科の中での実施 C2 検討 実施 継続
情報システム活用力 E1、E2 拡充 継続 継続
④⑤専門課程 学科専門課程、資格取得課程 検討・試行 実施 実施
新教育方法導入 個別対応教育プログラム 試行 改善・実施 継続
正課外教育
③社会人基礎力の養成 講座・能力検定 F 試行 試行・実施 継続
⑥スキルアップ 講座・検定試験 G1、G2 拡充 継続 継続
⑦キャリア形成・就職支援 面談支援システムの導入 準備・試行 実施 継続
ICT 化と eラーニング
正課の ICT化
授業への LMS導入 拡大 拡大 全授業へ
学外実習支援システム 開発 開発・試行 運用開始
eラーニング導入
正課への導入 試行 導入拡大 継続







本取組は平成 19 年 7 月に選定を受け、実施計画書を提出したのち、10 月か



























































































































































































































































































































































































































講　座 内　容 対象学年 受講者数
社会人基礎力養成講座Ⅰ 読み書き・コミュニケーション 2 13*
社会人基礎力養成講座Ⅱ 計算・社会人常識 2 10*
社会人基礎力養成講座Ⅲ ビジネスマナー 3  63**


























































































































































20 年度 21 年度
自己発見レポート 1 167 253
就職適正検査 3 179 －
HQテスト 全学年 151 745
就労意識調査 1 325 348
自己発見レポートは、進路に対する意識、性格の傾向、問題解決のスタイル、
基礎学力、社会的強み、職業への興味を測定する。入学時に全学生を対象に実
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密に把握し、個別指導の材料とする。また、GPA 上位の学生には TA 採用等の優遇策を講じる。









４　この取組は本学国際英語学科により開発中の KEEP（Koka English Education Program）
による。
５　厚生労働省が推進する「若年者就職基礎能力支援事業」。企業が若年者に求める就職基礎
力の内容とそれを身につけるための目標を提示している。YESプログラムとは、Youth 
Employability Support Programによる。
６　学生が必要とする修学・生活情報を一元的に提供する学生ポータルの役目を果たすWeb
情報提供サービス。

